
◆基本テーマの課題等検証（第２回市民検討委員会に備えて…）

基礎テーマ

「緑化」

付帯テーマ ①

「防災」

付帯テーマ ②

「行政サービス」

付帯テーマ ③

「歴史・文化」

付帯テーマ ④

「生涯学習」

付帯テーマ ⑤

「賑わい創出」

①中心市街地の産業振興
②産業振興による雇用創出

①利便性向上、魅力ある事業
により外出先の選択肢が増え
る

①にぎわい創出施設を新発田城
前に建設する必要があるか賛否
両論が発生するデメリット
②新たなる財政支出
③事業内容が問題であり、わかり
にくい活用方法である

①市民以外で、恩恵を受ける
人が少ない。

①憩いの場の提供
②緑化地帯の活用による健
康福祉増進（散歩、森林浴）
③景観
④投資金額が少ない

①地球環境の保全 ①防犯に対しての不安
②火災に対して不安

①観光施設が少ないことへの
不満

①重複施設がある
②運営するソフトが明確でな
い
③新たなる財政支出

①メリットがない事がデメリット
である。

①復元した新発田城との一体感
②わかりやすい歴史、文化の継承
ゾーンとなる
③わかりやすく新発田を誇れる
ゾーン
④観光客増による観光振興、産業
振興の効果

①観光施設が近接となる
②多くの歴史文化に連続して
触れられる

①更なる財政支出
②将来に渡る維持管理費の
負担

①特になし

①高齢化の対策
②市民文化の向上
③ゆとりの場として、青少年
健全育成にも寄与

①特になし

①安心、安全の暮らし
②災害時に中心街で生活で
きる
③災害発生時の不安解消
④施設、情報集中による計画
的な復興が可能

①周辺自治体の災害時にも
活用（例、山古志村集団移
転）

①短期的な活用でないので、わか
りにくい活用法
②観光振興、産業に対する効果
がない
③災害時以外活用しない
④市内周辺部住民のサービスの
恩恵が低い

①特になし

①現庁舎近くで、他のサービ
ス施設と近接しており、利便
性が向上される。

①特になし ①行政サービス施設を新発
田城前に建設する必要があ
るか賛否両論が発生するデメ
リット

①メリットがない事がデメリット
である。

市民にとってのメリット 市民以外にも及ぶメリット 市民にとってのデメリット 市民以外にも及ぶデメリット

地球温暖化への不安、財政
支出の抑制

実体験による

市庁舎は効率的活用するな
らば高層化すべきであるの
で、景観上不適、その他の
行政サービス施設の新たな
る建設はコンパクトシティ、
少子化に逆行。

新発田城復元運動に参加し
た実体験

基本テーマ
メリット デメリット

左記の考えに至った経緯



◆基本テーマの課題等検証（第２回市民検討委員会に備えて…）

基礎テーマ

「緑化」

付帯テーマ ①

「防災」

付帯テーマ ②

「行政サービス」

付帯テーマ ③

「歴史・文化」

付帯テーマ ④

「生涯学習」

付帯テーマ ⑤

「賑わい創出」

気軽に足を運べる公園がある
ことは大切。憩いの場が増え
る。

観光客にとっても、緑は心安
らぐスポットになる。

植栽の維持費がかかると市
民負担が増える。

特になし

イベント開催しやすい整備を
行えば、市民からも多くの開
催提案が出し易くなる。

新発田祭りへ来る来街者の
駐車場として利用できる。

特になし 特になし

特になし（今で十分） 特になし 施設維持費増大により市民負
担が増える。

特になし

新発田の歴史をしる場が増え
る。

観光としての歴史紹介の場を
楽しめる。

歴史に興味のない人には価
値がない。

特になし

行政機能が一箇所に集約で
きれば市民にとっては便利。
駐車場も道を渡らなくてよくな
る。

車通勤の職員駐車場を近くに
とれるのではないか。

市役所建設費の市民負担が
増えるのでは。

特になし

避難場所や待ち合わせ場所
としての利用可能。

近隣市町村で避難場所が足
りない場合に利用できる。

建物や起伏が多いと仮設住
宅が建てにくい。

特になし

図書館やカルチャー施設を
建設した場合を想定。

イベント開催を想定。

市民にとってのメリット 市民以外にも及ぶメリット 市民にとってのデメリット 市民以外にも及ぶデメリット

憩いの場としての緑化を考
えた。

地震を想定。

市役所移転を想定。

歴史紹介する施設建設を想
定。

基本テーマ
メリット デメリット

左記の考えに至った経緯
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基礎テーマ

「緑化」

付帯テーマ ①

「防災」

付帯テーマ ②

「行政サービス」

付帯テーマ ③
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基本テーマ
メリット デメリット

左記の考えに至った経緯

特に子供達にはこれからの
新発田を担っていってもらう
ためには新発田の事に触れ
る機会を増やす。その為に
はわかりやすく、行きやすい
場を提供すべき。

とにかく、新発田市民が色んな利
用の仕方によって楽しめなけれ
ば、市外の人達を呼ぶ事は出来
ないと思う。観光の前に新発田市
民の事を考えて初めてそこから新
発田は良い所だと市民が思い市
外に発信できるのではないか。

市民にとってのメリット 市民以外にも及ぶメリット 市民にとってのデメリット 市民以外にも及ぶデメリット

中心街に避難場所が無い事
から

高さに制限がある為、行政
関係を持ってくるのは難しい

新発田には観光する場がな
く、しかも新発田市民に浸透
していない、歴史や文化に
興味を持ってもらうように提
供しなくては見に来る人は居
ないと思う。

・避難場所
・中心街により市民の不安が
解消

市外の市民も活用できる ・何処まで安全確保ができる
のか

中心街の為わかりづらいので
はないか

特になし 特になし 特になし 特になし

・新発田の歴史、文化をわか
りやすく展示する事で市民の
意識向上
・異なる世代との交流

・観光施設が近隣にある為触
れやすい

・財政面での費用　・持続が
可能なのか

・課外授業活用により新発田
を学べる
・市民の文化向上

・特になし ・歴史資料が備わるのか
・同じような施設が利用されて
居ない事への不安

・観光施設が充実していない
為市外に浸透しにくい

・新発田の産業の向上
・市民がイベントをする事によ
り賑わい向上

・イベントをする事により市外
からの参加も可能

・市民にとって利用しにくい物
にならないか

・観光施設が充実していない
為市外に浸透しにくい、わか
りづらい

・子供からお年寄りの憩いの
場
・健康増進

・特になし ・夜間などの安全性 特になし
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基礎テーマ

「緑化」

付帯テーマ ①

「防災」

付帯テーマ ②

「行政サービス」

付帯テーマ ③

「歴史・文化」

付帯テーマ ④

「生涯学習」

付帯テーマ ⑤

「賑わい創出」

基本テーマ
メリット デメリット

左記の考えに至った経緯
市民にとってのメリット 市民以外にも及ぶメリット 市民にとってのデメリット 市民以外にも及ぶデメリット

もしものときの備えとなるので良い。
市民検討委員会では「病院跡地を防災
の拠点」と位置付けするだけにしてお
き、具体的な設備や規模等について何
かを決める必要は無いと思います。
しかし、この跡地に「こんな防災設備が
あったら良い」などの意見はあげてもか
まわないのではないかと思います。

デメリットは無いと思います。
もちろんコストは掛りますが、近年
大地震が頻発しているので、市民
の理解は得られると思います（もち
ろんなるべくコストを抑えるよう工
夫と努力が必要です）

老朽化しつつある市庁舎を近い将
来建て替えることになると思いま
すので、この跡地に新庁舎を建て
たら良いと思います。
なので市民検討委員会でこの跡
地を「新庁舎建設予定地」としたら
良いと思います

財政的に許される範囲で、新発田
城の何かを行ったら良いと思いま
す

現在ガソリンが値上がりし続けている状
況です。
そして冬になったら暖房費の補助が欲し
いと市民から要望されると思います。
そのような時勢なので、今すぐにではな
く、数十年先でもかまいませんが、時期
をよく見て行ったら良いと思います

生涯学習センターがあるにもかか
わらず、新たに生涯学習の施設を
つくる必要があるのか？と思いま
す。
また多くの市民も同じように思うと
思います。

車で移動する人達は、車を駐車し
て目的地まで歩いていくということ
はしないので、商店街や新道に賑
わい創出するのは難しいと思いま
す。なので駐車場にしても利用率
は低いと思います。

いこいの場を提供できる。
将来病院跡地を何かに利用する
ことになったとき、すぐに対応でき
る。
イニシャルコスト、ランニングコス
ト、共に費用が抑えられると思い
ます。

いこいの場を提供できる。
公園を何かの目的に特化してよい
物が出来上がれば、市民以外の
利用者も期待できる。たとえ訪れ
る市民以外の方がわずかでも、費
用対効果で考えるともっとも効率
が良いと思います

デメリットは無いと思います。
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基礎テーマ

「緑化」

付帯テーマ ①

「防災」

付帯テーマ ②

「行政サービス」

付帯テーマ ③

「歴史・文化」

付帯テーマ ④

「生涯学習」

付帯テーマ ⑤

「賑わい創出」

・古くから残る樹木のいわれを学び大切に
することで、環境教育にも役立つ。
・綺麗な花を見るのは気分的にも良い。
・近年、園芸療法として、植物を通じて人が
本来持っている記憶、知識、興味などに働
きかけ、治療やリハビリに役立てたり疾患
の治療、心身の健康増進、生きがいづくり、
地域とのコミュニティーの形成などの効果も
期待されている。

・姉妹都市の花木を植えることで交流にもつ
ながる。加賀市＝花菖蒲等、須坂市＝レン
ゲツツジ等で、花を介しての交流の可能性
も増える。
・お城と花木の関連では、「高遠城の桜」の
様に石垣だけしか残らないがその時だけで
も花を見に多くの観光客が訪れるので、例
えば「新発田城のアヤメ」のように定着すれ
ば、訪れる方も増えるのでは。

・生き物なので、枯れてしまったり剪定、冬
囲い、雑草等の管理が必要。
・害虫の発生。
・毛虫等の発生で訪れた人がかぶれる可能
性がある。

・花がキレイ等と訪れた人が、聞いていたイ
メージが違い不快になる。

・お城や花をみて歴史的な建物等で①～④
など色々あれば行きたい。①飲食～日替わ
りシェフ制度や模擬出店等　②商店～商業
実習や起業に向けての空間提供　③物産
館　④歴史や偉人館等　⑤伝承館
・冬場に歩いたりイベント可能な雁木スペー
ス。
・冬の新発田城を観察できる空間演出等
・満足感が得られ便利だとまた行きたくな

・新発田の人が飽きずに満足できる内容で
あり、親切な受入れがあれば、市外の人も
満足感がありまた来たくなる要素はある。
・新発田独自の景観や文化が楽しめ、美味
しいものやお土産が購入できれば、来てよ
かったと思う。
・新発田でしか感じられないものや雰囲気
があれば、また来たくなる。

・人が集まることでの新たにトラブルが発生
する可能性がある。
・治安維持や規制が必要になる可能性があ
る。
・町全体として考えなければ、偏りが生ま
れ、不平不満が生まれる可能性がある

・宣伝方法や案内パンフを解りやすく正確に
しないと不便をかける。
・歩行者や車で来る場合の案内板や標識等
も明確に解りやすくないと渋滞や事故の誘
因となる。

・学びたい時、学びたいものがそこに行けば
あることで向上心や生きがいにつながる。
・高齢者から幼児まで様々な交流が生まれ
る可能性がある。
・学生の様々な実践の場として活用されれ
ば生きた勉強も出来、退職後の経験者がア
ドバイスするなどの交流もはかれる。

・学ぶのものの一部に、１日体験的なものも
設定する。
・郷土史等で学んだ内容が、観光案内等に
生かすことが出来る。

・利用人数に制限がある、または集まらな
い。
・講師等の確保や運営の問題がある。

・市内対象のもので参加できない

・過去を学び、先祖を大切にすることが、自
身の存在意義や未来や子孫を大切にする
ことにもつながる。
・郷土出身の歴史上の人物を学ぶことで、
関連する事柄にも興味を持つことにつなが
る。
・長年にわたり伝わってきた歴史や文化を
引き継ぐことは、郷土意識を持つためにも
必要である。

・新発田藩として領地であった近隣市町村と
の歴史交流を図ったり、藩として関係の深
かった他県との交流の切欠にする。
・新発田は、歴史的にも重要なものも多く
残っていて、歴史の好きな人や古い建物が
好きな人にとって興味を引くような話も多い
が、伝えられていなかったり宣伝されていな
いものが多く、改善すれば、そういう人に
とって即メリットになる。

・歴史・文化に固執しすぎると、現実の生活
とかけ離れてしまう。
・歴史的な建造物も生かさなければ、維持
費だけがかかり、単なるお荷物になってしま
う。

・貴重な財産があるにもかかわらず知らな
いうちに壊されていたり、貴重なものである
ことを知らせてもらえていないこと。

・建物だけではなく、どういうサービスが受
けられ、解りやすく利用出来るのかが重要。
・アチコチ行かずに用事が完結できると良
い。
・高齢者も多くなるので、車ではこれない
ケースもあり、訪問サービスや交通手段も
検討し、自宅前から役所前までつながると
よい（高齢者の事故防止にもなる）。

・観光情報等も含め市民以外の人にも有意
義に活用していただく。
・市民サービスが充実していれば、地元に
帰って真似をして取り入れる可能性も出てく
る。

・現状よりもサービスが解りやすく充実して
いなければ不満の対象になる。
・サービスに見合わない建物や維持管理費
のかかる無駄なスペース等があれば、財源
に影響が出る。
・新発田は、高齢者が歩いているケースが
多いので、車で訪れるのに便利なだけでは
困る。

・観光に訪れる人が多い立地になれば、例
えば市役所の駐車場が祭日閉まっていると
不親切なイメージを受けたりと市全体のイ
メージと直結する。

・災害発生時に人命が救われる。
・災害時の生活の不便さが改善される。
・防災に対する取り組みを活用し、日常から
の防災意識を働きかける。
（防災フェア等開催し、賞味期限切れの入
れかえの際に保存食の試食等を行う等）

・災害時の連携や協力のシステムがあれ
ば、備蓄してあるものなどを支援物資として
活用できる可能性も増える。

・日常の生活には不必要なのでそのために
確保しないといけない空間や物品の管理が
必要。
・過剰になると人任せになり個々で可能な
対策への意識が欠乏する（行政まかせ）。
・ システムが災害時機能しないと逆に混乱
する。
・１００％の対策は無いので過信につなが
る。

・期待していた連携システム等が機能しな
いと不満を感じる。

同じ趣味をもつもの、高齢者から子供達
へ、新発田の伝統文化継承等々、学ぶこ
とには様々な動機やスタイルがあると思
います。空間を創っても使う人がいなけれ
ば意味がないし、やりたい人がいても規
制が多かったり空間がなければ出来ない
ことも多くなる。あらゆるニーズに応えるた
めに必要なものを把握し整理することが
重要だと考える。
賑わいを生むには、様々な仕掛けが必要
だと思う。愛着を持ってもらうために花や
木を植えたり、様々なイベントがあったりと
人が集まることを計画したり、景観がよ
かったり、遊び場、情報が得られる、便利
なものがある、美味しいものがある等自然
に足を運びたくなる仕掛けをつくったり、車
で来て車で帰るだけでなく、歩きたくなる
歩ける街になるとよいと考える。

市民にとってのメリット 市民以外にも及ぶメリット 市民にとってのデメリット 市民以外にも及ぶデメリット

城址公園の芝生の中心に大木があるが、
そのいわれや愛称が着いていればもっと
愛着が湧くのではないかと思う。お城周辺
（自衛隊の中も）には、古木も沢山残って
いる。そういった新発田の街を見つめて来
た樹木を大切に残し、伝えることも必要だ
と思う。ただ花木を植えるのではなく、意
味を持ってどのように生かすかが重要に
なると考えます。
重要な備えであるが、普段は必要としな
いものなので、共存出来るとよい。日常の
中でも無駄のないように生かせると良い。
もし市庁舎が移転するのであれば、１箇
所に集中せず水、食料、避難場所、仮住
居等を市庁舎跡地と分割して考えても良
いと思う。緊急時も大切だが、日常も大切
だと考えます。

便利か不便かは、立地条件によるところも
多いが、交通手段等のアクセス方法の検
討も必要だと思う。歴史的にも行政と城は
関係があるので適当であるとは思うが、
建物や立地でなく、どのようなサービスを
行うかという人が動かすアイデアや工夫
の方が大事で、その取り組みを生かすた
めの施設のデザインを検討することが順
序として必要だと考える。
お城や武家屋敷等、失った建物を復元
し、歴史を感じ、学ぶことは大切だが、白
壁兵舎、旧新潟大学の木造校舎、個人の
蔵など今残っていても壊されていく物も見
直し、その場所で残すことがベストだが、
無理ならば他の方法で保存するべきだと
思う。そして今に生かして残すための活用
方法を工夫検討することが、歴史文化を
継承する上で重要だと考える。

基本テーマ
メリット デメリット

左記の考えに至った経緯



◆基本テーマの課題等検証（第２回市民検討委員会に備えて…）

基礎テーマ

「緑化」

付帯テーマ ①

「防災」

付帯テーマ ②

「行政サービス」

付帯テーマ ③

「歴史・文化」

付帯テーマ ④

「生涯学習」

付帯テーマ ⑤

「賑わい創出」

新発田には、今、取り戻さなけれ
ばならない3つの自信があるは
ず。
以前は、新発田に暮らす皆が
持っていた自信。それはすなわ
ち、

1、自分の暮らす新発田市に自
信を持つ事。
2、新発田の文化・歴史・自然に
自信を持つ事。
3、新発田に暮らす自分自身に
自信を持つ事。

今回のプロジェクトが、その失わ
れた3つの自信を取り戻す開発
にするべきであると考えます。

基本テーマ
メリット デメリット

左記の考えに至った経緯
市民にとってのメリット 市民以外にも及ぶメリット 市民にとってのデメリット 市民以外にも及ぶデメリット

学校などの強制的な教育では、身
につかない、防災の必要性を市民
の共通認識にするためにも歴史
博物館に新発田の大火の歴史や
資料を展示。また、地震にも耐えう
る門などの構造的機能の学習。お
堀を切ることで調整池の役割。

なし

「緑化」と「防災」だけでは、永遠に
ランニングコストがかかるだけ。地
下タンクの埋設は、地震の際に破
損して使用できない可能性もある
のでは。

歴史と文化のまちをうたいながら、
当該地を城下町と関連性のない
利用は、新発田の価値を下げるの
では。駐車場が防災時にも利用で
きるという、付帯テーマ③④⑤の
付属的役割でいいのでは。

街の中心地にあること。ただし、市
が合併により拡大した現状では、
車での利用も考えるべき。また、さ
らにネット社会がすすむと各種
サービスが様々な所で受けられる
可能性も出てくる。

なし

12ｍ以下の市庁舎などありえない
のでは。当該地の行政サービス
は、観光客との駐車場併用は市
民にとっても不便。

歴史と文化のまちをうたいながら、
当該地を城下町と関連性のない
利用は、新発田の価値を下げるの
では。また、市民との駐車場併用
は観光客にとっても不便。

櫓・門・堀・石垣などの復元と歴史博物
館が城下町のシンボルとなる。城下町
新発田を発信することにより飲食物販・
流通など各種業態へ影響が波及。経済
の活性化。飲食物販ゾーン城下町モー
ルの設置により施設維持費用の捻出。
フィルムコミッションの設立。

櫓・門・堀・石垣などの復元と歴史
博物館を含めた新発田城エリアが
観光客のスタート地点となる。歴
史博物館には資料の他に偉人や
地元産業・観光ポイントの紹介が
あり、当該地から市内各所への散
策が始まる。共通入館券の発行。

事業費が発生。ただし、まちづくり交付金に
より、用地費・武家屋敷復原を含めた全事
業費の4割を国が補助（まちづくり交付金
は、地域の歴史・文化・自然環境等の特性
を活かした地域主導の個性あふれるまちづ
くりを実施し、全国の都市の再生を効率的
に推進することにより、地域住民の生活の
質の向上と地域経済・社会の活性化を図る
ための制度）

なし

派手さや大きさはないものの全国に
も誇れる新発田の歴史や文化を学
習・または再認識。歴史博物館には
各種資料の他に体験学習室（伝統文
化・技術・遊びなどを体験）や視聴覚
ホール（文化財等の映像作品の上
映、講演会、講座などを開催）。

城下町の復元によるまちおこしが全
国的にもモデルケースになりうるので
は。城下町サミットなど。生きることの
尊厳さを感じる場としても「遺跡の保
存」の重要性を新発田から発信。視
聴覚ホールにて映像学習（歴史や台
輪・あやめなどの季節の行事）

事業費が発生。ただし、まちづくり交付金に
より、用地費・武家屋敷復原を含めた全事
業費の4割を国が補助（まちづくり交付金
は、地域の歴史・文化・自然環境等の特性
を活かした地域主導の個性あふれるまちづ
くりを実施し、全国の都市の再生を効率的
に推進することにより、地域住民の生活の
質の向上と地域経済・社会の活性化を図る
ための制度）

なし

城下町新発田の復元により様々
なイベントが可能。歴史的な史実
に基づきながら、新発田ならでは
のイベントを季節ごとに実施。（市
民大茶会・輿入れ（結婚式）等）。
飲食物販ゾーン城下町モールの
設置により施設維持費用の捻出。

城下町新発田の復元により様々
なイベントが可能。歴史的な史実
に基づきながら、新発田ならでは
のイベントを季節ごとに実施。（市
民大茶会・輿入れ（結婚式）等）。
観光客の要望の多い飲食物販
ゾーンの設置。

なし

しいて言うならば、近隣の交通量
の増加。しかし多くの方は歓迎す

るはず。

なし

緑化だけを考えるなら、郊外の緑
を守る方がいいのでは。当該地で
いう緑化とは、この場所に来て、緑
の必要性を感じてもらう場所として
の位置づけ。

あり

なし

しいて言うならば、維持用のコスト
がかかる。

なし
















